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1． 総則 

本工事を実施する落札者には、本工事の設計、建設、維持管理及び運営に関する専門的な知識やノ

ウハウが求められるため、落札者の決定にあたっては、総合評価落札方式を採用し、入札価格のほ

か、入札価格以外の要素から総合的に評価する。 

入札の参加にあたっては、日本下水道事業団の要求水準を踏まえた上で技術提案を行い、その提案

が適正であることが必要である。 
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2． 落札者決定方法 

（1）落札者決定の手順 

落札者決定の手順は、下図に示すとおりである 

 

 

図 1  落札者決定の手順  
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（2）入札参加資格の確認 

ア 入札参加資格（技術提案に関する要件を除く）の確認 

応募者から提出された入札参加申込書及び入札参加資格確認資料により、入札・契約手続運

営委員会の審議を経て、技術提案に関する要件を除く入札参加資格を確認する。 

入札説明書等に示す参加資格要件の具備が確認できない場合は失格とする。 

 

イ 入札参加資格（技術提案に関する要件）の確認 

技術提案書（技術提案書の改善がなされた場合は、再技術提案書。以下同じ）について、各

様式に記載された内容が、要求水準書に示す最低限の要求要件をすべて満たしていること、及

び実現性や安全性等に係る技術的所見が適正であるかどうかを確認する。 

技術提案の内容に最低限の要求要件を満たさない事項がある場合、及び技術的所見が適正で

あると確認できない場合は失格とする。 

 

（3）入札 

ア 応募者の提出する価格 

日本下水道事業団から入札参加資格（技術提案に関する要件）確認通知を受け取った応募者

は、設計・建設費（以下、「入札価格」という。）について入札を行う。また、維持管理・運

転費に係る見積書を提出する。 

 

イ 価格の確認 

日本下水道事業団は、入札後、入札価格が予定価格の範囲内であることを確認し、予定価格

を越えれば失格とする。 

 

（4）総合評価 

  ア 価格点（40点） 

価格点は、下式をもって行う。 

 

※1 維持管理・運営費提案額について 

入札時に提出する維持管理・運営費提案額は、入札参加資格（技術提案に関する要件）

に基づく技術提案を確実に履行するものとして、技術提案書提出時に提出した見積書

（維持管理・運営費提案額）から変更してもよい。 

ただし、技術提案書提出時の提案書（維持管理・運営費提案額）を上回る維持管理・運

営費提案額は無効とする。 

※2 入札時における維持管理・運営費提案額を、青森県と契約する維持管理・運営契約委

託契約における契約金額の上限とする。 

 

イ 技術評価点（60点） 

技術提案書の内容に応じ、表 1に示す評価項目（指標）及び配点に基づき技術評価点を与

える。 

価格点（40点） 
＝40×[１－（設計・建設入札価格+維持管理・運営費提案額）／（設計・建

設予定価格＋維持管理・運営費上限額）] 
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ウ 評価値（100 点） 

総合評価は、下式で得る評価値をもって行う。評価値は、価格点と技術評価点の総和で得

る。なお、評価値の最も高い者が 2 以上あるときは、該当者でくじ引きを行い落札者を決め

る。 

 

  

評価値（100 点） ＝価格点（40点）＋技術評価点（60 点） 
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(5) 落札者の決定 

日本下水道事業団は、総合評価審査委員会における審査結果をもとに、落札者を決定する。 

 

表１ 技術評価点の評価項目及び配点 

評価の観点 評価項目 配点 評価種別

総合的なコストの削減に関する技

術提案 

ライフサイクルコスト削減手法に関

する技術提案 
８ 定性 

社会的要請への対応に関する技術

提案 
建設時における地元活用の提案 ８ 定量 

施工計画に係わる具体的な技術提

案 

施工時における既設設備への配慮、及

び施工の安全対策に関する技術提案 
８ 定性 

（施設建設に係る技術提案） 計 ２４  

維持管理運営に係る技術提案 

運営の安定性に関する技術提案 １２ 定性 

臭気に関する技術提案 １２ 定性 

肥料化製品の販売促進及びイメージ

認知度向上に関する提案 
１２ 定性 

（維持管理運営に係る技術提案） 計 ３６  

合 計 ６０  
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（１） 施設建設に係る評価項目、評価基準及び評価点 

 

① ライフサイクルコスト削減手法に関する技術提案 

○評価対象と評価点 

評価項目 評価基準 評価点 

「総合的なコス

トの削減に関す

る技術提案」 

（１）評価基準 

今回事業は、DB+(O)方式で行うものである。事業者の創意工夫が発

揮され、財政負担の縮減及び公共サービスの向上を期待する。設計・

建設時及び維持管理・運営時におけるコスト削減手法について、提案

を求める。 

 

（２）評価対象 

施設の設計・建設時におけるコスト削減手法、及び施設の維持管理・

運営時に寄与する施設設計に関するコスト削減手法について提案を

求める。 

以下の２項目に対して効果的かつ具体的な提案を評価する。なお、

各項目で提案できる数は１個までとする。 

提案数を超えた場合には、すべての提案を評価対象外とする。各項

目において同種内容が提案された場合は、重複して評価は行わないも

のとする。 

 

（３）評価方法 

 下記項目について効果的かつ具体的な提案を評価する。 

①施設の設計又は建設時におけるコスト削減に関する提案 

②施設の維持管理・運営時に寄与する施設設計におけるコスト削減

に関する提案 

 

・提案は２個（１項目ごとに１個）までとする。 

・配点は１提案あたり４点とし、それぞれの配点ごとに以下の評価指

標を考慮した値を合計したものを評価点とする。 
 

評価 評価指標 算定基準 

A 非常に優れている 配点×1.0

B 優れている 配点×0.5

C 要求水準と同等である。 

または有効性が不明確である。

配点×0.0

８点 
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② 建設時における地元活用の提案 

○評価対象と評価点 

評価項目 評価基準 評価点 

「社会的要請へ

の対応に関する

技術提案」 

（１）評価基準 

地域社会を活性化するための対応について評価する。 

 

（２）評価対象 

別添様式第４０－３－１号により、汚泥有効利用施設の設計・建設時に

おいて建設共同企業体の代表者または構成員に県内に本店を持つ企業を採

用した場合にその建設工事費合計金額の割合により評価する。 

 

（３）評価方法 

県内企業建設工事費割合 配点(a)

建設工事費上限額に対して 35%以上 8 点 

建設工事費上限額に対して 25%以上 35%未満 6 点 

建設工事費上限額に対して 15%以上 25%未満 4 点 

建設工事費上限額に対して 5%以上 15%未満 2 点 

建設工事費上限額に対して 5%未満 0 点 

 

＜評価点を求める計算式＞ 

県内企業建設工事費割合＝県内企業建設工事費合計額 

÷建設工事費上限額×100 

※評価点の最大値は 8 点とする。 

 

上記においては、代表者または構成員の企業名及び請負代金を提出す

ること。また、工事終了時に請負金額が分かる契約書等を提出すること。

８点 
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③ 施工時における既設設備への配慮、及び施工の安全対策に関する技術提案 

○評価対象と評価点 

評価項目 評価基準 評価点 

「施工計画に係

る具体的な技術

提案」 

（１）評価基準 

本事業で施設建設を行う予定地が既設設備内であり、既設設備運転

中に場内動線などを維持管理者と共有することになる。 

また、施工時に維持管理動線等と錯綜する状況であるため、安全対

策も求められる。よって施工時における既設設備への配慮、及び施工

の安全対策について提案を求める。 

 

（２）評価対象 

稼動中の施設内で大規模な工事を行うことから既設設備の継続運

転、維持管理動線確保、維持管理者の安全若しくは工事従事者の安全

に配慮した施行中の安全対策を評価する。 

以下の２項目に対して効果的かつ具体的な提案を評価する。なお、

各項目で提案できる数は１個までとする。 

提案数を超えた場合には、すべての提案を評価対象外とする。各項

目において同種内容が提案された場合は、重複して評価は行わないも

のとする。 

 

（３）評価方法 

 下記項目について施工時における効果的かつ具体的な提案を評価

する。 

①施設運転継続若しくは維持管理従事者の安全に配慮した安全対

策（「④ 運営の安定性に関する技術提案」とは異なる提案） 

②安全な維持管理作業動線確保に作配慮した施工計画 

 

・提案は２個（１項目ごとに１個）までとする。 

・配点は１提案あたり４点とし、それぞれの配点ごとに以下の評価指

標を考慮した値を合計したものを評価点とする。 
 

評価 評価指標 算定基準 

A 非常に優れている 配点×1.0

B 優れている 配点×0.5

C 要求水準と同等である。 

または有効性が不明確である。

配点×0.0

８点 
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（２） 維持管理運営に係る評価項目、評価基準及び評価点 

 

④ 運営の安定性に関する技術提案 

○評価対象と評価点 

評価項目 評価基準 評価点 

「維持管理運営

に係る技術提

案」 

（１）評価基準 

汚泥有効利用施設で生成される肥料は、安定的な生産が求められ

る。 

よって、本項目について提案を求める。 

 

（２）評価対象 

汚泥有効利用施設の安定的な運転に関する提案について評価する。

 

（３）評価方法 

以下の項目に対して効果的かつ具体的な提案を評価する。なお、各

項目で提案できる数は１個までとする。 

提案数を超えた場合には、すべての提案を評価対象外とする。 

①施設の安定的な運転に対する創意工夫 

②汚泥性状の変動に対し安定的に肥料を生成するための創意工夫

 

・提案は２個（１項目ごとに１個）までとする。 

・配点は１提案あたり６点とし、それぞれの配点ごとに以下の評価指

標を考慮した値を合計したものを評価点とする。 
 

評価 評価指標 算定基準 

A 非常に優れている 配点×1.0

B 優れている 配点×0.5

C 要求水準と同等である。 

または有効性が不明確である。

配点×0.0

１２点 
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⑤ 臭気に関する技術提案 

○評価対象と評価点 

評価項目 評価基準 評価点 

「維持管理運営

に係る技術提

案」 

（１）評価基準 

汚泥有効利用施設の臭気対策は十分に配慮する必要がある。臭気対

策について評価する 

 

（２）評価対象 

汚泥有効利用施設の臭気漏洩監視について評価する。 

 

（３）評価方法 

以下の２項目に対して効果的かつ具体的な提案を評価する。なお、

各項目で提案できる数は１個までとする。 

提案数を超えた場合には、すべての提案を評価対象外とする。各項

目において同種内容が提案された場合は、重複して評価は行わないも

のとする。 

 

①汚泥有効利用施設の通常運転時の臭気漏洩監視方法及び漏洩リ

スク発生時の対応手順に関する提案 

②脱水汚泥の搬出時・修繕等の施設休止時・緊急停止時の臭気漏洩

監視方法及び漏洩リスク発生時の対応手順に関する提案 

 

・➀についての提案は１個までとする。配点は６点とし、以下の評価

指標を考慮した値を➀の点数とする。 

・②については、上記 3つの時点での対策をそれぞれ提出すること。

配点は、対策 1 つにつき 2点とする。有効な提案が 3つあれば 6点、

2 つあれば 4 点、1 つあれば 2点とする。 

・➀と➁それぞれの点数を合計したものを評価点とする。 
 

評価 評価指標 算定基準 

A 非常に優れている 配点×1.0

B 優れている 配点×0.5

C 要求水準と同等である。 

または有効性が不明確である。

配点×0.0

１２点 
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⑥ 肥料化製品の販売促進及びイメージ認知度向上に関する提案 

○評価対象と評価点 

 

評価項目 評価基準 評価点 

「維持管理運営

に係る技術提

案」 

（１）評価基準 

岩木川浄化センターに肥料化製品受渡施設を設け、肥料の販売を行

う。肥料化製品受渡施設における集客・販売促進が、地元住民への地

元還元に繋がると考える。また、下水汚泥肥料に対するイメージ認知

度の向上への取組が大事である。 

よって、本項目について提案を求める。 

 

（２）評価対象 

県内における肥料化製品の販売促進及び下水汚泥肥料のイメージ

認知度向上に関する提案を評価する。 

 

（３）評価方法 

以下の３項目に対して効果的かつ具体的な提案を評価する。なお、

各項目で提案できる数は１個までとする。 

提案数を超えた場合には、すべての提案を評価対象外とする。 

 

①岩木川浄化センター内の肥料化製品譲渡施設における販売促進

に関する提案 

②県内における肥料化製品の販売促進に関する提案 

③下水汚泥肥料のイメージ向上に繋がる取組の提案 

 

・提案は３個（１項目ごとに１個）までとする。 

・配点は１提案あたり４点とし、それぞれの配点ごとに以下の評価指

標を考慮した値を合計したものを評価点とする。 

評価 評価指標 算定基準 

A 非常に優れている 配点×1.0

B 優れている 配点×0.5

C 要求水準と同等である。 

または有効性が不明確である。

配点×0.0

 

１２点 


